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成果の特徴
• ソバは、タンパク質やミネラル、ビタミンなどの栄養成分を豊富に含む一方、重

篤なアレルギー症状であるアナフィラキシーを引き起こすことがある。
• 本研究では、アナフィラキシーの原因であると考えられているアレルゲンの一つ

Fag e 2を低減したソバを開発した。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
誤食によるアレルギー症状発症の軽減や、アレルギー検査・治療での利用が想定さ
れます。
ソバ製粉や製麺に関わる実需者や医療関係者との連携を推進しております。
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Fag e 2はアナフィラキシー症状と関連がある。
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リコンビナントソバアレルゲン

Fag e 2に相当するバンド未検出で
あるFag e 2欠失型系統を開発した。

一部の患者血清では、Fag e 2欠失型系統
においてアレルギー誘発性が低下した。
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Fag e 2特異的抗体を用いた
ウェスタンブロット

IgE Crosslinking-induced Luciferase Expression
(EXiLE)法によるアレルギー誘発性評価
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